
ディビジョン番号 

ディビジョン名 

１７ 

資源・エネルギー・地球化学・核化学・放射化学 

 

大項目 2. エネルギー 

中項目 2-2. 燃料 

小項目 2-2-3. ＧＴＬ 

 

概要（２００字以内） 

 昨今の，アジア圏での旺盛な石油需要の高まりを受け，エネルギーセキュリティーを考える

必要性が増している。解決策の一つと考えられているＧＴＬ（Ｇａｓ－Ｔｏ－Ｌｉｑｕｉｄ）

は，基盤技術の大規模化が商業化実現へ向けての鍵となる。日本においてもＪＯＧＭＥＣを中

心として，実証規模装置の運転成功を目指したＧＴＬ技術開発研究が始まっている。 

現状と最前線 

 中国などの経済発展に伴い，世界の液体燃料需要は今後もしばらく拡大し続けることが予想

されている。在来型原油の開発に加え，等の非在来型原油や天然ガスなどを，新たな液体燃料

ソースにできる技術の完成が求められている。 

 ＧＴＬは，天然ガスを改質して得た合成ガスを，フィッシャー・トロプシュ（以下ＦＴ）反

応によって炭化水素に転換する技術である。更に得られたＦＴ合成粗油を水素化処理すること

で，従来の石油から得られた灯軽油などと同等に取り扱える液体燃料を得ることができる。 

 
図 ＧＴＬプロセスの概略フロー 

 

 第一工程の改質反応部については，自己熱改質法・部分酸化法・水蒸気-炭酸ガス改質法な

どが実用または実証段階にある。第二工程のＦＴ合成反応部については，反応器形式により固

定床またはスラリー床型に分類されるが，いずれも高効率で反応できる触媒および最適な反応

場を提供できる反応器設計が大規模化の鍵となる。第三工程の水素化処理部では，ＦＴ合成反

応部で得られた粗油が原油と同様に分留・水素化精製されるが，灯軽油などの高付加価値

な液体燃料を高い選択率で得ることが可能な触媒が求められる。 



 

 こうしたＧＴＬ技術を商業化に結びつけるためには，その前段階として，商業規模装置（１

系列あたり１５，０００～２０，０００バーレル／日）に対して３０～４０分の１程度の規模

（５００バーレル／日）を有する実証装置の設計・建設・運転研究を行うことが必要である。

 現在，民間６社により「日本ＧＴＬ技術研究組合」が設立され，ＪＯＧＭＥＣとの５ヵ年（２

００６～２０１０年度）の共同研究によって，実証装置の運転成功によるＧＴＬ技術の確立が

目指されている。 

将来予測と方向性 

・５年後までに解決・実現が望まれる課題 

 実証規模の装置運転研究の成功 

 

・１０年後までに解決・実現が望まれる課題 

 商業化装置の稼動 
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